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事業の概要・試験研究成果の概要

　国内の林業・林産業は，安価な輸入木材に押されて国産木材の需要が低迷したことなどから，長らく停滞傾

向にありました。しかし，戦後植林された人工林資源が利用可能な段階を迎えつつある中で，中国などの経済

新興国の木材需要急増やロシアの大幅な関税引き上げによる丸太輸入量の大幅な減少などにより，国産木材が

注目されてきています。

　こうした状況を受けて，国では木材自給率の向上による林業・木材産業の再生と低炭素社会の実現に向け，「森

林・林業再生プラン」の策定や「公共建築物等木材利用促進法」の施行など，国産木材の需要拡大と安定供給

体制構築の取り組みに力を入れています。

　林産試験場でも，再生可能な森林資源の効果的な利用に基づいた「持続可能な循環型社会の構築」と，「道

内木材産業の活性化」に向け，平成 21 年度に改訂した「林産試験場試験研究・普及指導推進方向」の中で，

　　　Ⅰ．建築用材の失地回復と加工・流通システムの高度化のための研究開発

　　　Ⅱ．付加価値が高く，安全・安心・快適な木材製品・木質構造物づくりのための研究開発

　　　Ⅲ．森林資源の総合利用の推進のための研究開発

の三つを取り組むべき試験研究の基本目標として掲げています。これらに沿って，木材産業の振興に向けた製

造・加工技術の向上，木材需要を増進するための新たな木製品の開発や性能向上，バイオマスエネルギーの利

用促進やきのこの生産性向上といった具体的な課題に対し，高度な物理的，化学的加工技術に基づく様々な研

究開発を行っています。

　また，これまでの研究で得られた成果の普及や企業等への技術支援を図るため，研究成果発表会の開催や

Web 版「林産試だより」などによる情報の発信，さらには林産試験場の施設・設備を利用した依頼試験や設備

使用，技術研修なども実施しています。さらに，各種イベントにおける木工教室や，ホームページにおける「キッ

ズ☆りんさんし」など，次代を担う子供を対象とした「木育」の取り組みにも力を入れています。

　平成 22 年度には新規 43 課題，継続課題 31，合計 74 課題の試験研究に取り組みました。その内訳は，道の

交付金で実施する戦略研究 2 課題，重点研究 6 課題および経常研究 12 課題に加え，公募されている事業に応

募して実施する公募型研究 23 課題，民間企業等との一般共同研究 20 課題，民間企業等からの受託研究 10 課題，

寄附金を活用して実施している寄附金活用研究 1 課題となっています。以下に課題の一覧を示します。
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